
発達障害を抱えた若者の就学・就労を支援する

主催：東京大学大学院教育学研究科附属バリアフリー教育開発研究センター
協力：学校法人・専門学校HAL東京 　　　　　　後援：バリアフリー支援室

ー バリアフリーの観点から何ができるか ー

バリアフリー教育開発研究センター主催シンポジウム

日時：2014年10月26日（日）13:00 ～ 17:00
場所：東京大学医学部教育研究棟14階鉄門講堂

申込方法：事前に下記URLからお申込ください（右QRコードからもアクセス可）

入場無料／要事前申込、定員300名（定員に達し次第受付終了）

http://www.u-tokyo.ac.jp/campusmap/cam01_02_09_j.html

http://www.p.u-tokyo.ac.jp/cbfe/

第１部 生涯発達を見据えた支援を構築するために（13:10-14:50）
　講演１：困難を軽減するためにできることがある（仮題）
　　　　　ー 自閉症スペクトラム障害の療育と対応を考える ー
　　　　　講演者：平岩幹男（東京大学医学部非常勤講師 小児科医：本センター協力研究員）

　講演２：発達障害は理解と支援があれば個性になる（仮題）
　　　　　ー 凸凹を愛することから生れることを考える ー
　　　　　講演者：中邑賢龍（東京大学先端科学技術研究センター教授：本センター研究員）

第２部 発達障害のバリアフリーの実践に向けて（15:10-17:00）
　講演３：支援機器が拓く発達障害の新たな支援可能性（仮題）
　　　　　ー 多様性を促進するテクノロジー活用とサービス ー
　　　　　講演者：近藤武夫（東京大学先端科学技術研究センター准教授）

　活動報告：本センターにおける発達障害支援の取り組み
　　　　　報告者：下山晴彦（本センター・センター長：臨床心理学コース教授）

　パネルディスカッション
　　　　　登壇者全員

開会の辞：南風原朝和（東京大学大学院教育学研究科長）
総合司会：野崎大地（本センター・副センター長：身体教育学コース教授）

お問合せ先：東京大学大学院教育学研究科附属バリアフリー教育開発研究センター
e-mail：cbfe@p.u-tokyo.ac.jp


